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文化の家市民参画プロジェクト「施設利用と市民優先予約制度」

■市民優先予約制度とは･･･

利用者から文化の家のホールが取りづらいので、一般団体より先に市民を優

先利用させる枠（月に各ホール 1枠）をつくり試行で行う。

í25年 1月から市民が文化の家の各ホールを優先的に利用できる制度を試行

ï

í市民、職員 27名で昨年 4月から 2月までにワーキンググループ、世話人会（事
前会議）など 34回話し合いが行われた。

ï

í文化に対して「排除、限定」の思想は馴染まない

「社会包摂」「おたがいさま」の考え方が地域文化を醸成する

ï

í私たち（市民）の提言

「本格実施しない」

「新規受付を休止」

「市民参画を進めて改善策を考える」

＊提言を重く受止め、実施を取りやめて別の改善策を考えていく


